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1 アブストラクト

2 イントロダクション

3 磁気双極子モーメント

4 現象論への応用

5 Summary

・軽いスカラー粒子、軽いフェルミオン粒子の自由度を付加した有効理論、「拡張ヒッグス有効理論	
　	(Generalized	Higgs	Effective	Field	Theory)	」を用いて解析した。
・「拡張ヒッグス有効理論」を用いて磁気双極子モーメントを計算し、双極子モーメントと4-Fermi	演算子との	
　相関関係を体系化できた。

Excited	lepton	探索
V.	Khachatryan	et.	al.,	[CMS]	1511.01407

・ゲージ対称性のもとでの表現を区別しないことにする

・右の様なラグランジアンは、一見使い勝手が悪そう
異なる表現の粒子をひとまとめにしているので、対称性が見えずらい

拡張ヒッグス有効理論

・利点：異なる物理量の間の相関関係が体系化される

・上記の相関関係の、excited	lepton	探索への応用を考えた

「拡張ヒッグス有効理論」とは？
ヒッグス有効理論	(HEFT)	に、軽いスカラー粒子・軽いフェルミオン粒子の	
自由度を付加した拡張有効理論

R.	Nagai,	M.	Tanabashi,	K.	Tsumura,	1409.1709
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Excited	lepton 	標準模型レプトンと同じ量子数を持つ重いレプトン

・Homodoublet	type	を仮定

・Excited	lepton	は主に

例） ,

4-Fermi	演算子

双極子演算子

を介して崩壊

①

②

①or	②	どちらの	mode	が効くかは、	
Excited	lepton	の質量によって異なる	
（左図）

4-Fermi	演算子① 双極子演算子②
と

の間に

下の様な相関関係

・軽いスカラー粒子、軽いフェルミオン粒子の自由度を付加した有効理論、「拡張ヒッグス有効理論	
　	(Generalized	Higgs	Effective	Field	Theory)	」において、双極子モーメントを計算した

・双極子モーメントを、Homogeneous	な	4-Fermi	演算子を用いて体系的に表した

・excited	lepton	の「homodoublet	type」呼ばれる模型において、
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・拡張ヒッグス有効理論において、双極子モーメントを評価

・双極子モーメントには、

(	Homogeneous	)

(	non-Homogeneous	)

のみが効く
は	non-homogeneous	な	4-Fermi	演算子によって引き起こされる
は	homogeneous	な	4-Fermi	演算子によって引き起こされる

・
・

こちらのみが
相関を持ちうる

と

双極子モーメント：
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